別紙２

伝統技術活用調書（予定・実績）
	対象要件（該当するものに○印）
	１　手刻み加工　　　　２　下見板張り　　　　３　左官仕上げ

４　日本瓦葺き　　　　５　木製建具

	外壁の下見板張り施工面積
	施工場所
	施工面積
	備考（計算式等）

	
	東壁面
	㎡
	

	
	西壁面
	㎡
	

	
	南壁面
	㎡
	

	
	北壁面
	㎡
	

	
	計
	㎡
	

	左官仕上施工面積


	施工場所（室名等）
	施工面積
	備考（計算式等）

	
	外壁
	東壁面
	㎡
	

	
	
	西壁面
	㎡
	

	
	
	南壁面
	㎡
	

	
	
	北壁面
	㎡
	

	
	計
	㎡
	

	
	内壁
	
	㎡
	


	
	
	
	㎡
	

	
	
	
	㎡
	

	
	
	
	㎡
	

	
	計
	㎡
	

	
	合　計
	㎡
	

	木製建具
	建具名称
	数量
	見付面積
	備考（計算式等）

	
	
	
	㎡
	

	
	
	
	㎡
	

	
	
	
	㎡
	

	
	合　計
	㎡
	

	
	建具業者名・所在地
	

	備　考
	


１　施工面積の計は小数点以下切捨てとする。

２　外壁の場合は立面図に、内壁の場合は平面図に施工場所、施工面積（W×H＝　　㎡等）を明記すること

＜添付資料＞

　・交付申請時、登録申請時及び変更承認申請時は該当施工場所を図示した立面図を添付することとし、実績報告時においては変更の生じた場合のみ同様に添付すること。

　・手刻み加工を行う場合は、実績報告時に施工状況写真（工事看板写し込み）を添付すること。

　・左官仕上げを行う場合は、完了後に目視できる場合を除き、実績報告時に施工状況写真を添付すること。

　・木製建具を使用する場合は、実績報告時に組立完了時写真（建具の種類ごとに施主名、建具業者名、建具の名称を記載した看板及び製作者写し込み）及び納品書の写しを添付すること。
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